
【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

  

  

 
   

       

   

     

今、何の病気が流行しているか！

第４９週報告数第２位

第４９週報告数第１位
ノロウイルス食中毒警戒情報が発令されました！ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター 
（福祉事務所・保健所支所） 

令和３年１２月１４日作成 
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 感染性胃腸炎は、例年秋から冬にかけて報告数が増加しますが、昨年は新型
コロナウイルス感染症の流行の影響により激減しました。しかし今年は、川崎
市においても、秋口から徐々に報告数が増加しており、神奈川県においては、
令和３年１２月６日にノロウイルス食中毒警戒情報が発令されました。 

感染性胃腸炎は、主にノロウイルス、エンテロウイルス、ロタウイルスなどの

ウイルス感染により引き起こされます。特に冬季に流行することが多いノロウイ

ルスは、エタノールや逆性石けんなどの消毒剤はあまり効果がないため、次亜
塩素酸ナトリウムを使用し、嘔吐物や便は適切に処理するようにしましょう。 

川崎市における感染性胃腸炎区別流行状況 
（令和３年第４９週） 

川崎市における感染性胃腸炎発生状況（５年間） 

令和３年１２月６日（月）～令和３年１２月１２日（日）〔令和３年第４９週〕の感染症発生状況 

第４９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）手足口病 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は６．７６人と前週（４．９２人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

手足口病の定点当たり患者報告数は０．７８人と前週（１．０５人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．７０人と前週（０．７６人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

食器、カーテンなどの
消毒や拭き取り 

嘔吐物等の廃棄 

（廃棄物は袋の中で浸す） 

６％ ⇒ ６０倍希釈 

（水３Ｌに対して５０ｍＬ） 

製品の
濃度 

６％ ⇒ ３００倍希釈 

（水３Ｌに対して１０ｍＬ） 

希釈倍率 

１２％ ⇒ ６００倍希釈 

（水３Ｌに対して５ｍＬ） 

１２％ ⇒ １２０倍希釈 

（水３Ｌに対して２５ｍＬ） 

ペットボトル
キャップ 
（約５ｍＬ） 

水３Ｌ

１％ ⇒ ５０倍希釈 

（水３Ｌに対して６０ｍＬ） 

１％ ⇒ １０倍希釈 

（水３Ｌに対して３００ｍＬ）

×５ 

×１０ 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 

次亜塩素酸ナトリウムの希釈方法


